
JP 2000-157467 A5 2005.9.29

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 9月 29日 (2005.9.29)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-157467(P2000-157467A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 6月 13日 (2000.6.13)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 10-333007
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ａ ４ ７ Ｌ    9/28   
   Ａ ４ ７ Ｌ    9/32   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ４ ７ Ｌ    9/28          Ｒ
   Ａ ４ ７ Ｌ    9/32          Ｃ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 11日 (2005.5.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 電 気 掃 除 機
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 電 動 送 風 機 を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 と こ の 掃 除 機 本 体 側 に 一 端 が 接 続 さ れ
た ホ － ス と 、 こ の ホ － ス の 他 端 に 接 続 さ れ る 手 元 ハ ン ド ル と 、 床 ノ ズ ル と 手 元 ハ ン ド ル を
つ な ぐ 延 長 管 を 備 え 、 前 記 手 元 ハ ン ド ル は 、 塵 埃 通 路 を 形 成 す る パ イ プ と 、 そ の パ イ プ の
上 面 に 形 成 し た ケ － ス と 、 こ の ケ － ス 内 に 収 容 す る プ リ ン ト 基 と 、 前 記 パ イ プ と 離 間 す
る よ う に 前 記 ケ － ス に 設 け た グ リ ッ プ 部 と 、 前 記 ケ ー ス 及 び グ リ ッ プ 部 の 上 部 開 口 部 を 覆
う カ バ ー 部 材 か ら な り 、 前 記 プ リ ン ト 基 盤 に は 前 記 電 動 送 風 機 の 運 転 を 制 御 す る た め の 制
御 ス イ ッ を 設 け る と と も に 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ 間 に て 、 前 記 カ バ ー 部 材 を ケ － ス に 固 定
し た 電 気 掃 除 機 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 制 御 ス イ ッ チ の プ ッ シ ュ 部 の 上 面 を カ バ ー 部 材 の 上 面 と 略 同 一 位 置 に 設
定 し 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ に 対 面 し て 開 口 部 を 有 す る カ バ ー 部 材 に 前 記 開 口 部 を 覆 う メ ン ブ
レ ン シ － ト を 配 し た 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 手 元 ハ ン ド ル 及 転 パ イ プ の 接 合 部 に お い て 回 転 パ イ プ 側 に は 回 動 周
方 向 に 沿 っ て 抜 け 止 め ス ト ッ パ － が 摺 動 自 在 に 係 合 す る 案 内 溝 を 設 け 、 前 記 手 元 ハ ン ド ル
に 回 動 自 在 に 接 続 さ れ 、 前 記 抜 け 止 め ス ト ッ パ － の 一 端 部 よ り 、 プ リ ン ト 基 盤 を 支 持 し た
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 一 般 家 庭 で 使 用 さ れ る 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 従 来 、 こ の 種 の 電 気 掃 除 機 て 、 例 え ば 実 開 平 ７ － ３ ０ ９ ５ ６ や 実 公 平 ８ － ８ ７ ６ ２
な ど が 知 ら れ て い る 。 操 作 部 と 把 持 部 と を 備 え た 把 手 を 、 下 ケ － ス と 、 下 ケ － ス の 開 口 を
閉 成 す る カ バ － 部 材 と か ら 構 成 し 、 前 記 下 ケ － ス と カ バ － 部 材 と で 囲 ま れ る 空 間 内 に は 、
前 記 操 作 部 に 電 動 送 風 機 を 制 御 す る 制 御 部 を 配 設 す る と 共 に 、 前 記 カ バ － 部 材 の 操 作 部 に
対 応 す る 部 分 に は 制 御 部 を 操 作 す る 操 作 手 段 を 設 け 、 前 記 カ バ － 部 材 を 把 持 部 と 操 作 部 と
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の 間 で 下 ケ － ス に 螺 子 固 定 し て い る 。 こ の 構 成 に よ り 掃 除 動 作 に 伴 う 把 持 部 側 の カ バ － 部
材 の 変 形 が 操 作 部 側 に 伝 達 さ れ る こ と が な く 、 制 御 部 と 操 作 部 の 操 作 手 段 と の 位 置 ず れ を
防 止 し て い る 。
　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 こ の 従 来 技 術 に お い て は 、 カ バ ー 部 材 を 把 持 部 と 操 作 部 と の 間 で 下 ケ －
ス に 螺 子 固 定 す る た め 、 把 持 部 と 操 作 部 の 間 隔 が 大 き く な り 、 把 持 部 を 握 り な が ら 握 っ た
手 で も っ て 操 作 部 を 操 作 す る に は 、 操 作 が し に く く な る と い っ た 課 題 を 有 し て い る 。
　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ っ て 、 把 持 部 の 応 力 が 制
御 部 へ 伝 わ る の を 阻 止 す る と と も に 、 操 作 性 を 確 保 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 手 元 ハ ン ド ル に お い て 、 塵 埃 通 路 を 形 成 す る パ イ
プ と 、 そ の パ イ プ の 上 面 に 形 成 し た ケ － ス と 、 こ の ケ － ス 内 に 収 容 す る プ リ ン ト 基 と 、
前 記 パ イ プ と 離 間 す る よ う に 前 記 ケ － ス に 設 け た グ リ ッ プ 部

か ら な り 、 前 記 プ リ ン ト 基 盤 に は 前 記 電 動 送 風 機 の 運 転
を 制 御 す る た め の 制 御 ス イ ッ を 設 け る と と も に 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ 間 に て 、

固 定 す る も の で あ り 、 グ リ ッ プ 部 と 制 御 ス イ ッ チ 間 を 大 き く す る こ と な く
、 グ リ ッ プ 部 の 応 力 が プ リ ン ト 基 盤 に 伝 わ る の を 阻 止 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 電 動 送 風 機 を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 と こ の 掃 除 機 本 体 側
に 一 端 が 接 続 さ れ た ホ － ス と 、 こ の ホ － ス の 他 端 に 接 続 さ れ る 手 元 ハ ン ド ル と 、 床 ノ ズ ル
と 手 元 ハ ン ド ル を つ な ぐ 延 長 管 を 備 え 、 前 記 手 元 ハ ン ド ル は 、 塵 埃 通 路 を 形 成 す る パ イ プ
と 、 そ の パ イ プ の 上 面 に 形 成 し た ケ － ス と 、 こ の ケ － ス 内 に 収 容 す る プ リ ン ト 基 と 、 前
記 パ イ プ と 離 間 す る よ う に 前 記 ケ － ス に 設 け た グ リ ッ プ 部

か ら な り 、 前 記 プ リ ン ト 基 盤 に は 前 記 電 動 送 風 機 の 運 転 を
制 御 す る た め の 制 御 ス イ ッ を 設 け る と と も に 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ 間 に て 、

固 定 す る も の で 、 グ リ ッ ブ 部 と 制 御 ス イ ッ チ 間 を 大 き く す る こ と な く 、 グ リ
ッ プ 部 の 応 力 を プ リ ン ト 基 盤 に 伝 へ に く く す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 制 御 ス イ ッ チ の プ ッ シ ュ 部 の 上 面 を の 上 面
と 略 同 一 位 置 に 設 定 し 、 前 御 ス イ ッ チ に 対 面 し て 開 口 部 を 有 す る に 前 記 開
口 部 を 覆 う メ ン ブ レ ン シ － ト を 配 す る も の で 、 に 操 作 手 段 を 用 い ず 、 制 御 ス イ
ッ チ を 直 接 操 作 す る た め 操 作 感 が 向 上 す る 。
　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 手 元 ハ ン ド ル 及 転 パ イ プ の 接 合 部 に お い て 回 転 パ
イ プ 側 に は 回 動 周 方 向 に 沿 っ て 抜 け 止 め ス ト ッ パ － が 摺 動 自 在 に 係 合 す る 案 内 溝 を 設 け 、
前 記 手 元 ハ ン ド ル に 回 動 自 在 に 接 続 さ れ 、 前 記 抜 け 止 め ス ト ッ パ － の 一 端 部 よ り 、 プ リ ン
ト 基 盤 を 支 る も の で 、 プ リ ン ト 基 盤 の 支 持 を 確 実 に す る た め ス イ ッ チ 操 作 が 確 実 に 行
え る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 実 施 例 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 以 下 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 、 図 １ ～ 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 掃 除 機 の 全 体 を 示 す も の で 、 電 動 送 風 機 を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 １ に は 、 ホ － ス ２
の 一 端 が 接 続 さ れ 、 ホ － ス ２ の 他 端 に は 、 掃 除 機 本 体 １ の 電 動 送 風 機 の 運 転 等 を 制 御 す る
複 数 の 制 御 ス イ ッ チ ７ を 内 蔵 し た 手 元 ハ ン ド ル ３ が 設 け ら れ て い る 。 床 ノ ズ ル ４ と 手 元 ハ
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ン ド ル ３ は 、 延 長 管 ５ で 連 結 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 手 元 ハ ン ド ル ３ は 、 塵 埃 通 路
６ を 形 成 す る パ イ プ ９ と 、 そ の パ イ プ ９ の 上 部 に は 前 記 制 御 ス イ ッ チ ７ を 有 す る プ リ ン ト
基 盤 ８ と 、 前 記 パ イ プ ９ の 上 部 の プ リ ン ト 基 盤 ８ を 収 容 す る た め に 、 パ イ プ ９ に 一 体 成 形
し た ス イ ッ チ ケ － ス １ １ と 、 ス イ ッ チ ケ － ス １ １ の 上 部 開 口 部 を 閉 鎖 す る カ バ － 部 材 １ １
ａ か ら な り 、 ス イ ッ チ ケ － ス １ １ の ホ － ス ２ 側 に は パ イ プ ９ と 離 間 し た グ リ ッ プ 部 １ ２ を
一 体 形 成 し 、 こ の グ リ ッ プ 部 １ ２ の 上 部 開 口 部 も 前 記 カ バ － 部 材 １ １ ａ で 閉 鎖 し て い る 。
な お グ リ ッ プ 部 １ ２ は 屈 曲 し た パ イ プ ９ の ホ － ス 側 と 略 平 行 に 配 し て い る 。 前 記 プ リ ン ト
基 盤 ８ の 制 御 ス イ ッ チ ７ の 間 に は 孔 部 １ ３ を 形 成 し 、 パ イ プ ９ の 上 面 に 形 成 し た 突 出 ボ ス
１ ５ を 孔 部 １ ３ に 挿 入 し 、 こ の 突 出 ボ ス １ ５ に ネ ジ １ ６ ａ に て カ バ － 部 材 １ １ ａ を ス イ ッ
チ ケ － ス １ １ に 固 定 し て い る 。
　 【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 に よ る 作 用 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 プ リ ン ト 基 盤 ８ は 制 御 ス イ ッ チ ７ の 間 に 孔 部 １ ３ を 形 成 し 、 突 出 ボ ス １ ５ を 前 記 孔 部 １
３ に 挿 入 し 、 ネ ジ １ ６ ａ に て カ バ － 部 材 １ １ ａ を ス イ ッ チ ケ － ス １ １ に 固 定 す る こ と で 、
前 記 プ リ ン ト 基 盤 ８ は カ バ ー 部 材 １ １ ａ と ス イ ッ チ ケ ー ス １ １ と で 挟 持 固 定 さ れ る も の で
、 グ リ ッ プ 部 １ ２ と 制 御 ス イ ッ チ ７ 間 を 大 き く す る 事 な く 、 ス イ ッ チ 操 作 性 を 向 上 す る も
の で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 次 に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 上 記 第 １ の 実 施 例 と 同 一 構
成 部 品 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 制 御 ス イ ッ チ ７ の プ ッ シ ュ 部 １ ７ の 上 面 を カ バ － 部 材 １ １ ａ の 上 面 と 略 同 一 位 置 と す る
と と も に 、 カ バ － 部 材 １ １ ａ に お い て 、 前 記 制 御 ス イ ッ チ ７ の 対 面 部 に 前 記 プ ッ シ ュ 部 １
７ よ り 大 き な 開 口 部 １ ８ を 設 け る と と も に 、 前 記 開 口 部 １ ８ を 覆 う メ ン ブ レ ン シ － ト １ ９
を 前 記 カ バ － 部 材 １ １ ａ に 設 け て い る 。
　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ る 作 用 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ バ ー 部 材 １ １ ａ に 押 圧 ス ト ロ － ク を 有 す る よ う な 操 作 手 段 を 用 い ず 、 開 口 部 １ ８ の み
と な る た め 成 形 性 の 向 上 や 操 作 部 の 小 型 化 が 推 進 で き る と と も に 、 制 御 ス イ ッ チ ７ を 直 接
操 作 す る た め 操 作 感 が 向 上 す る 。
　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 次 に 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 上 記 第 １ の 実 施 例 と 同 一 構
成 部 品 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 手 元 ハ ン ド ル ３ の パ イ プ ９ に 回 転 パ イ プ ２ ０ を 回 動 自 在 に 接 続 し 、 こ の 回 転 パ イ プ ２ ０
が パ イ プ ９ か ら 抜 け る の を 防 止 す る た め 抜 け 止 め ス ト ッ パ － ２ １ を パ イ プ ９ 上 に 取 り 付 け
て い る 。 つ ま り パ イ プ ９ 上 に ボ ス ９ ａ を 形 成 し 、 こ の ボ ス ９ ａ に ネ ジ に よ り 抜 け 止 め ス ト
ッ パ － ２ １ を 取 り 付 け る 。 前 記 抜 け 止 め ス ト ッ パ － ２ １ の 下 端 が 回 転 パ イ プ ２ ０ の 周 面 に
形 成 し た 環 状 の 案 内 溝 ２ ０ ａ に 挿 入 さ れ 抜 け 止 め を 行 っ て い る 。 ま た 抜 け 止 め ス ト ッ パ －
２ １ の 上 部 に は プ リ ン ト 基 ８ を 支 持 す る た め の 受 け 部 ２ ２ を 形 成 し て い る 。 プ リ ン ト 基

８ は 前 後 を 支 持 リ ブ １ ４ で 支 持 す る と と も に 、 上 部 が 下 部 よ り 径 小 と し た 突 出 ボ ス １ ５
の 下 部 側 、 受 け 部 ２ ２ に て 中 間 部 を 支 持 し て い る 。
　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ る 作 用 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 プ リ ン ト 基 盤 ８ の 支 持 が 、 支 持 リ ブ １ ４ 、 突 出 ボ ス １ ５ 、 受 け リ ブ ２ ２ と 小 さ い ス パ ン
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で 支 持 す る た め プ リ ン ト 基 盤 ８ の 反 り 、 タ ワ ミ が 生 じ ず ス イ ッ チ 操 作 力 を 確 実 伝 達 で き る
た め ス イ ッ チ 操 作 が 向 上 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 グ リ ッ プ 部 と 制 御 ス イ ッ チ 間 を 大 き く す る 事 な
く 、 ス イ ッ チ 操 作 性 が 向 上 す る も の で あ る 。
　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 カ バ － 部 材 に 操 作 手 段 を 用 い ず 、 開 口 部 の み と
な る た め 成 形 性 の 向 上 や 操 作 部 の 小 型 化 が 推 進 で き る と と も に 、 ス イ ッ チ を 直 接 操 作 す る
た め 操 作 感 が 向 上 す る 。
　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 プ リ ン ト 基 盤 の 反 り 、 タ ワ ミ が 生 じ ず ス イ ッ チ
操 作 力 を 確 実 伝 達 で き る た め ス イ ッ チ 操 作 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す 電 気 掃 除 機 の 手 元 ハ ン ド ル の 一 部 破 断 則 面 図
　 【 図 ２ 】
　 同 電 気 掃 除 機 の 全 体 図
　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 電 気 掃 除 機 の 手 元 ハ ン ド ル の 一 部 破 断 則 面 図
　 【 図 ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す 電 気 掃 除 機 の 手 元 ハ ン ド ル の 一 部 破 断 則 面 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 １ 　 本 体
　 　 ２ 　 ホ － ス
　 　 ３ 　 手 元 ハ ン ド ル
　 　 ４ 　 床 ノ ズ ル
　 　 ５ 　 延 長 管
　 　 ６ 　 塵 埃 通 路
　 　 ７ 　 制 御 ス イ ッ チ
　 　 ８ 　 プ リ ン ト 基 盤
　 　 ９ 　 パ イ プ
　 １ ０ 　 操 作 部
　 １ １ 　 ス イ ッ チ ケ － ス
　 １ １ ａ 　 カ バ － 部 材
　 １ ２ 　 グ リ ッ プ 部
　 １ ３ 　 孔 部
　 １ ４ 　 支 持 リ ブ
　 １ ５ 　 突 出 ボ ス
　 １ ６ 　 突 出 リ ブ
　 １ ７ 　 プ ッ シ ュ 部
　 １ ８ 　 開 口 部
　 １ ９ 　 メ ン ブ レ ン シ － ト
　 ２ ０ 　 回 転 パ イ プ
　 ２ １ 　 抜 け 止 め ス ト ッ パ －
　 ２ ２ 　 受 け 部
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